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二
〇
二
二
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
て
血
液
透
析
導

入
時
加
算
の
算
定
要
件
の
変
更
と
透
析
時
運
動
療
法

加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
透
析
医
療
点
数
本
来
の

減
額
に
伴
う
改
定
で
す
か
ら
、
医
療
機
関
と
し
て
は

何
と
か
し
て
損
失
を
回
復
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

改
定
に
際
し
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
配
置
や
日

本
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
で
の
講
習
修
了

者
の
配
置
な
ど
が
算
定
に
対
し
必
須
と
さ
れ
る
残
念

な
も
の
で
し
た
。
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
医
療

機
関
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
全
く
見
当
も
つ
き
ま

せ
ん
。
か
つ
又
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
資
格
更

新
要
件
を
参
照
す
る
と
、
腹
膜
透
析
の
症
例
数
の
面

で
資
格
更
新
が
困
難
な
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
県
内
の
加
算
状
況
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
資
格
更

新
に
対
す
る
隘
路
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
透

析
医
療
機
関
の
運
営
に
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
令
和
四
年
秋
に
依
頼

し
ま
し
た
。
多
く
の
施
設
か
ら
回
答
い
た
だ
き
紙
面

を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
調
査
結
果
に

つ
い
て
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
に
は
本
紙
面

が
適
切
と
考
え
、
巻
頭
言
に
充
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 
ま
ず
、
加
算
改
定
の
背
景
に
つ
い
て
図
に
示
し
な

が
ら
概
説
し
ま
す
。
我
が
国
で
は
腹
膜
透
析
や
腎
移

植
の
割
合
が
少
な
い
事
か
ら
、
そ
れ
ら
を
増
や
す
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
の
診
療
報
酬

改
定
で
初
め
て
導
入
期
加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
際
し
て
は
、
在
宅

自
己
腹
膜
灌
流
指
導
管
理
料
を
一
年
で
十
二
回
以
上

算
定
し
て
い
る
事
と
、
腎
移
植
の
手
続
き
を
受
け
た

者
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
と
い
う
要
件
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
導
入
期
加
算
の
１
と
２
が
施
設
基
準
と

し
て
区
別
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
加
算
要
件
は
厳

し
さ
を
増
し
、
令
和
二
年
の
改
定
で
は
導
入
期
加
算

２
の
算
定
に
は
腎
移
植
の
手
続
き
を
受
け
た
も
の
が

三
人
以
上
い
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令

和
四
年
度
の
改
定
で
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
加

算
１
の
施
設
基
準
は
腎
代
替
療
法
に
係
る
所
定
の
研

修
を
終
了
し
た
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
、
加
算
２
の
算
定
に
は
所
定
の
研
修
を

終
了
し
た
も
の
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
加
算
３
と
い
う
項
目
が
新
設
さ
れ
、
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
Ｊ
Ｏ
Ｔ
」
と

い
う
。
）
に
登
録
さ
れ
、
年
間
二
例
以
上
の
実
績
が

あ
る
医
療
機
関
が
要
件
に
合
致
す
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
徐
々
に
加
算
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
げ
ら
れ
て
き
た

わ
け
で
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
県
下
一
八
四
施
設
に
依
頼

し
、
九
七
施
設
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
今
回
の
調

査
は
導
入
期
加
算
に
関
す
る
質
問
が
中
心
で
あ
り
、 
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患
者
の
新
規
導
入
を
対
象
と
し
な
い
医
療
機
関
か
ら

の
回
答
が
な
か
っ
た
こ
と
が
回
収
率
低
下
に
つ
な
が

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
県
内
の
地
域
医
療
支
援
病

院
二
八
施
設
、
災
害
拠
点
病
院
三
三
施
設
の
全
て
か

ら
回
答
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
導
入
期
患
者
を
扱
う

可
能
性
が
あ
る
医
療
機
関
の
実
態
は
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                         

 

導
入
時
加
算
の
施
設
基
準
に
対
す
る
調
査
結
果 

 

加
算
１
を
申
請
し
て
い
る
の
は
七
七
施
設
、
加
算

２
を
申
請
し
て
い
る
の
は
一
六
施
設
（
一
五
施
設
が

相
当
規
模
の
病
院
で
一
施
設
が
透
析
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
、
加
算
３
を
申
請
で
き
た
Ｊ
Ｏ
Ｔ
登
録
施
設
は

五
施
設
で
し
た
。
な
お
、
令
和
二
年
の
診
療
報
酬
で

は
加
算
２
が
算
定
で
き
て
い
た
の
に
、
腎
代
替
療
法 

                         

専
門
指
導
士
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
あ
る
い

は
腹
膜
透
析
患
者
が
必
要
数
に
満
た
な
い
た
め
、
加

算
１
に
降
格
し
た
施
設
が
一
三
施
設
存
在
し
ま
し
た

（
二
〇
〇
床
以
上
の
病
院
が
八
施
設
、
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
五
施
設
）
。 

 

愛
知
県
内
の
地
域
医
療
支
援
病
院
は
県
下
に
二
八

施
設
あ
り
、
そ
の
状
況
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
加
算 

３
は
公
的
病
院
の
二
施

設
で
し
た
（
大
学
附
属

病
院
の
三
施
設
は
特
定

機
能
病
院
で
あ
り
、
地

域
医
療
支
援
病
院
に
該

当
し
ま
せ
ん
）
。
残
り

二
六
の
地
域
医
療
支
援

病
院
の
中
で
加
算
２
が

算
定
で
き
た
の
は
一
二

施
設
の
み
で
、
一
四
施

設
は
加
算
１
の
基
準
し

か
満
た
し
て
い
な
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。
災

害
時
に
地
域
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す

災
害
拠
点
病
院
（
三
四

施
設
）
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
を
図
３
に
示

し
ま
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｔ
に
登

録
さ
れ
て
い
る
三
つ
の

大
学
附
属
病
院
と
二
つ

の
公
的
病
院
は
加
算
３

が
算
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
二
九

施
設
中
で
加
算
２
が
算 
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定
で
き
て
い
る
の
は
一
三
施
設
で
あ
り
、
一
六
施
設

は
加
算
１
と
い
う
状
況
で
し
た
。
加
算
１
の
基
準
し

か
満
た
さ
な
か
っ
た
病
院
に
お
い
て
は
腎
臓
内
科
専

門
医
が
複
数
名
勤
務
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
腎

代
替
療
法
専
門
指
導
士
が
在
籍
し
て
い
な
い
か
、
腹

膜
透
析
患
者
が
い
な
い
と
い
う
点
で
加
算
２
が
申
請

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。 

 

腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
確
保
状
況 

 

九
七
医
療
機
関
中
二
五
施
設
（
二
五
・
八
％
）
に

有
資
格
者
は
在
籍
し
ま
し
た
。
二
五
施
設
中
の
五
カ

所
は
加
算
３
を
算
定
す
る
施
設
で
す
が
、
残
り
二
〇

施
設
中
で
加
算
２
が
算
定
で
き
た
の
は
一
六
施
設
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
一
六
施
設
は
公
的
病
院 

                   

（
Ｊ
Ａ
を
含
む
）
が
九
施
設
、
民
間
病
院
が
五
施

設
、
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
二
施
設
で
し
た
（
表

１
）
。
民
間
病
院
の
中
の
二
施
設
は
地
域
医
療
支
援

病
院
や
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
規
模

病
院
で
す
。
一
方
、
有
資
格
者
が
在
籍
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
加
算
１
し
か
算
定
で
き
な
い
四
施
設

は
三
施
設
が
二
〇
〇
床
以
上
の
公
的
病
院
で
あ
り
、

一
施
設
が
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。
腹
膜
透
析
が

算
定
の
隘
路
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
せ
っ
か
く
腎
代

替
療
法
専
門
指
導
士
が
在
籍
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
残
念
な
結
果
で
す
。 

 

有
資
格
者
の
職
種
に
関
す
る
質
問
で
は
、
医
師
が

一
五
施
設
、
看
護
師
が
一
一
施
設
、
薬
剤
師
が
一
施 

                   

設
、
臨
床
工
学
技
士
が
五
施
設
、
管
理
栄
養
士
が
二

施
設
で
し
た
（
表
１
）
。
私
立
医
学
部
附
属
病
院
の

一
つ
は
全
職
種
で
専
門
指
導
士
の
配
置
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
加
算
２
を
算
定
し
て
い
る
一
六
の
病
院
中

六
カ
所
で
は
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
資
格
は
医
師

以
外
の
職
種
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

 

腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
資
格
更
新
に
関
わ 

 

る
質
問 

 

資
格
更
新
が
容
易
で
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
一
五

施
設
（
一
五
・
四
％
）
に
留
ま
り
、
七
六
施
設
（
七

八
・
四
％
）
は
容
易
で
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。
六

施
設
は
無
回
答
で
し
た
（
表
２
）
。
さ
す
が
に
加
算

３
の
算
定
施
設
で
は
資
格
更
新
は
容
易
と
考
え
て
い 

る
よ
う
で
す
が
、
加
算

２
を
算
定
し
て
い
る
一

五
施
設
中
で
容
易
と
回

答
し
た
の
は
二
施
設
に

と
ど
ま
る
結
果
で
し

た
。 

 

腎
代
替
療
法
専
門 

 

指
導
士
の
資
格
更
新 

 

が
困
難
と
回
答
し
た 

 

理
由
（
表
２
） 

 

資
格
更
新
が
容
易
と

回
答
し
た
一
五
施
設
を

除
外
し
た
残
り
の
八
二

施
設
で
検
討
す
る
と
、

学
会
加
入
や
講
習
会
へ

の
参
加
に
関
わ
る
諸
問

題
が
あ
る
と
回
答
し
た

施
設
が
五
四
施
設
（
六

五
・
九
％
）
と
過
半
を 

表１．腎代替療法専門指導士の配置状況

導入時加算３の施設

施設 医師 薬剤師 看護師 臨床工学技士 管理栄養士

国立大学病院 〇 〇

私立大学病院 〇 〇 〇 〇 〇

私立大学病院 〇 〇

公的病院 〇 〇

公的病院 〇 〇

導入時加算２の施設

N（公的） 〇

N（公的） 〇

N（民間） 〇 〇

N (民間） 〇

S（公的） 〇

K（公的） 〇 〇

O（公的） 〇

K（民間） 〇

I（公的） 〇 〇

K（JA) 〇

A（JA) 〇 〇

T（JA) 〇

I（民間） 〇

T（民間） 〇

I（民間クリニック） 〇

G（民間クリニック） 〇 〇

表２．腎代替療法専門指導士の資格更新に関わる質問

腎代替療法専門指導士の資格更新は容易だと考えますか

はい いいえ 無回答

15 76 6

学会加入や講習会の参加に係る諸問題があると考えますか

はい いいえ 無回答

54 20 8

学会参加時の費用負担

全額施設負担 参加費のみ支給 個人負担 無回答

31 14 24 13

資格保有者の昇給措置について

あり なし 無回答

6 62 14

5年間の資格更新期間中での5例以上の在宅自己腹膜灌流指導管理料算定患者の算定

絶対数の不足懸念 腹膜透析未実施 無回答

52 14 16

5年間の資格更新期間中での10例以上の腎移植への手続き開始

57 4 8 13

登録患者はいるが
不足するかも

いません
腎移植登録事業

に不参加
無回答
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占
め
ま
し
た
。
資
格
取
得
な
ら
び
に
更
新
に
対
す
る

一
助
と
し
て
、
学
会
等
へ
の
参
加
費
用
を
施
設
が
負

担
す
る
と
の
回
答
は
四
五
施
設
、
業
務
命
令
あ
る
い

は
有
給
休
暇
と
し
て
の
対
応
も
四
九
施
設
あ
り
ま
し

た
。
約
半
数
の
施
設
は
資
格
取
得
・
更
新
に
関
し
て

理
解
が
あ
り
、
支
援
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
た
だ
、
資
格
更
新
期
間
中
で
の
腹
膜
透
析
症
例

の
絶
対
数
不
足
を
懸
念
す
る
と
い
う
回
答
が
五
二
施

設
、
同
様
に
資
格
更
新
期
間
中
で
の
一
〇
例
以
上
の

腎
移
植
へ
の
手
続
き
の
絶
対
数
不
足
を
懸
念
す
る
施

設
も
五
七
あ
り
、
過
半
の
施
設
が
資
格
更
新
の
難
し

さ
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

                    

 

透
析
時
運
動
指
導
等
加
算
に
関
す
る
調
査
結
果 

 

（
表
３
） 

 

加
算
の
要
件
を
満
た
す
施
設
は
三
五
施
設
（
三
六

・
一
％
）
に
留
ま
り
ま
し
た
。
研
修
受
講
済
の
職
種

は
医
師
が
二
七
施
設
、
看
護
師
が
三
一
施
設
で
、
肝

腎
の
理
学
療
法
士
等
は
一
八
施
設
の
み
で
し
た
。
加

算
算
定
可
能
と
な
る
よ
う
に
日
本
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
会
へ
の
職
員
派
遣
を
考
慮
し
て
い
ま
す

か
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
現
在
算
定
要
件
を
満
た

し
て
い
る
三
五
施
設
の
み
が
「
は
い
」
と
の
回
答
で

し
た
が
、
残
り
の
六
二
施
設
（
六
三
・
九
％
）
は
職

員
派
遣
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
の
考
察
】 

 

愛
知
県
下
で
腎
臓
内
科
専
門
医
が
常
勤
す
る
、
主

に
透
析
導
入
を
主
体
と
す
る
大
規
模
病
院
で
あ
っ
て

も
、
導
入
期
加
算
２
が
算
定
で
き
て
い
な
い
状
況
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
半
数
に
と
ど
ま
る
状
況
の

背
景
に
は
、
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
不
在
、
腹

膜
透
析
の
症
例
数
不
足
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

現
時
点
で
加
算
２
が
算
定
可
能
で
も
、
六
つ
の
病
院

は
医
師
が
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
資
格
を
有
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
で
は
看
護
師
や
臨
床
工

学
技
士
の
配
置
転
換
は
起
こ
り
う
る
の
で
、
医
師
が

資
格
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
将
来
の
加
算
降
格

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
数
に
つ
い
て
は
、
経

過
措
置
と
し
て
関
連
学
会
の
認
定
看
護
師
や
臨
床
工

学
技
士
等
が
大
量
に
資
格
を
取
得
す
る
と
予
想
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
調
査
結
果
は
想
定
外
に
低
い
も
の

で
し
た
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
資
格
更
新
条
件
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
資
格
更
新
の
際
に
は
五
年
間
で

五
例
以
上
の
在
宅
自
己
腹
膜
灌
流
指
導
管
理
料
を
算

定
し
て
い
る
こ
と
や
、
一
〇
例
以
上
の
腎
移
植
へ
の

手
続
き
を
開
始
し
た
症
例
の
存
在
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
基
本
条
件
が
あ
る
た
め
に
資
格
更
新

が
容
易
で
な
い
と
の
回
答
が
八
二
／
九
七
施
設
（
八

四
・
五
％
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
す
。

調
査
結
果
か
ら
、
学
会
参
加
費
用
の
負
担
や
学
会
参

加
時
の
有
給
休
暇
扱
い
な
ど
の
面
で
資
格
取
得
に
協

力
的
な
医
療
機
関
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
腹
膜
透

析
の
実
施
と
い
う
要
件
に
関
し
て
絶
対
数
の
不
足
を

懸
念
す
る
施
設
が
五
二
／
八
二
（
六
三
・
四
％
）
も

存
在
し
た
の
は
問
題
で
す
。
腎
移
植
に
関
し
て
も
、

愛
知
県
で
の
献
腎
移
植
は
例
年
二
〇
腎
程
度
に
留
ま

る
の
が
現
状
で
、
腎
移
植
は
透
析
導
入
前
の
生
体
腎

移
植
が
大
多
数
を
占
め
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
透

析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
が
腎
移
植
の
恩
恵
を
被
る
こ

と
は
稀
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
腎
移
植

登
録
事
業
に
不
参
加
と
い
う
回
答
が
八
か
所
も
あ
っ

た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
す
。
「
腎
移
植
患

者
は
い
ま
せ
ん
」
や
「
無
回
答
」
も
含
め
る
と
三

〇
％
近
く
の
施
設
は
腎
移
植
に
積
極
的
で
な
い
と
も

考
え
ら
れ
、
腎
臓
財
団
の
事
業
を
通
じ
て
腎
移
植
登

録
の
啓
発
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

透
析
時
運
動
指
導
等
加
算
に
つ
い
て
も
併
せ
て
調

査
し
ま
し
た
が
、
加
算
要
件
を
満
た
す
の
は
三
六
・

一
％
の
施
設
に
留
ま
り
ま
し
た
。
施
設
で
の
運
動
リ

ハ
ビ
リ
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

多
い
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
想
定
外
の
結
果

で
し
た
。
ま
た
、
日
本
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会
へ
の
職
員
派
遣
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
回

答
が
六
三
・
九
％
も
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。

現
時
点
で
申
請
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
施
設
は
新 

表３．透析時運動指導等加算の新設に関する質問

透析時運動指導加算の施設基準の要件を満たすか

はい いいえ

35 62

透析患者の運動療法に係る研修を受講済みの職種は

はい いいえ 無回答

医師 27 61 8

看護師 31 58 8

はい いいえ

35 62

その際の職員派遣に際しての貴院の対応は

施設が全額負担 参加費用のみ負担 自己負担 無回答

33 16 23 24

今後、この加算が算定できるように日本腎臓リハビリテーション学会
への職員派遣を考慮していますか

理学療法士
作業療法士等

18 69 8
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規
加
入
に
対
す
る
熱
意
が
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
結
果
で
す
。
導
入
期
加
算
に
関
し
て
は
、
新
規
導

入
の
多
い
一
部
病
院
の
特
化
事
項
で
あ
り
、
加
算
を

算
定
し
よ
う
と
い
う
努
力
は
限
ら
れ
た
施
設
に
留
ま

る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
運
動
リ
ハ
ビ
リ

は
何
処
の
施
設
で
も
実
施
可
能
な
治
療
法
で
あ
り
、

要
件
を
満
た
す
努
力
が
な
さ
れ
な
い
理
由
が
判
然
と

し
ま
せ
ん
。
短
期
間
し
か
算
定
で
き
な
い
こ
と
が
背

景
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
目
的
の
一

つ
に
、
圧
倒
的
に
少
な
い
腹
膜
透
析
患
者
へ
の
対
応

や
導
入
数
増
加
に
対
し
て
、
地
域
で
の
協
力
体
制
を

構
築
す
れ
ば
腹
膜
透
析
普
及
の
一
助
に
な
ら
な
い
か

と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
腹
膜
透
析
症
例
数
が

必
須
で
あ
る
な
ら
、
腹
膜
透
析
を
多
く
扱
っ
て
い
る

施
設
か
ら
地
域
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
逆
紹
介
す
る

と
い
う
手
段
も
取
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
腹
膜
透
析
の
円
滑
な
実
施
に

は
、
多
数
の
治
療
経
験
、
有
事
の
際
の
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
、
訪
問
看
護
師
や
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
医
療
社
会
資
源
の
有
効
的
活
用
な
ど
、
様
々
な
知

識
と
技
術
的
修
練
の
集
約
な
ら
び
に
地
域
医
療
サ
ー

ビ
ス
網
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
本
調
査
を
進
め
る
中
で
、
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

師
か
ら
、
腹
膜
透
析
に
は
対
応
し
か
ね
る
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
当
財
団
内
の
腹
膜
透
析
に
精
通
し

た
専
門
委
員
か
ら
も
、
資
格
更
新
の
為
と
い
う
目
的

だ
け
で
の
逆
紹
介
は
適
切
な
対
応
と
は
言
い
難
い
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
腹
膜
透
析
を
長
期
継
続

す
る
た
め
に
は
、
医
療
技
術
的
な
裏
付
け
が
必
要
で

あ
り
、
数
合
わ
せ
の
対
策
は
腹
膜
透
析
患
者
の
長
期

継
続
に
対
し
逆
効
果
に
な
る
と
の
指
摘
で
す
。
誰
で

も
容
易
に
実
施
で
き
る
腹
膜
透
析
の
確
立
が
普
及
の

鍵
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
腹
膜
透
析
を
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
医
師
の
中
に
は
上
記
の
よ
う
な
意

見
も
あ
り
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
腹
膜
透
析
症
例
の
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
東
海
腹
膜
透
析
研
究
会
を
通
じ
て
の

普
及
啓
発
、
あ
る
い
は
腹
膜
透
析
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
基
幹
病
院
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の
講
習
会

開
催
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
、
足
が
地
に
着
い
た
対
策

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
当
財
団
と
し
て
も
そ
の
よ

う
な
講
習
会
の
開
催
を
後
援
す
る
こ
と
で
、
協
力
し

て
い
け
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

と
し
て
は
地
方
で
行
わ
れ
る
講
演
会
へ
の
参
加
が
資

格
更
新
の
際
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
認
定
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
有
難
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

 

腎
代
替
治
療
に
は
、
施
設
で
の
血
液
透
析
、
在
宅

を
基
本
と
す
る
腹
膜
透
析
、
腎
移
植
、
在
宅
血
液
透

析
な
ど
の
方
法
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
利
点
も
あ

れ
ば
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
保
存
的
腎
臓
療
法

（co
n
servative 

kid
n
ey 

m
an

agem
en

t


Ｃ
Ｋ
Ｍ
）

も
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
ど
の
治

療
法
を
患
者
が
選
択
す
る
か
は
、
従
来
の
医
療
者
主

体
に
よ
る
説
明
と
同
意
（in

fo
rm

ed
 
co

n
sen

t

）
で

は
な
く
、
患
者
な
ら
び
に
家
族
が
病
態
を
十
分
理
解

し
て
、
共
同
意
思
決
定
（sh

ared
 
decisio

n
 
m

akin
g


Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
多
忙
な
医
療
現
場

で
Ｓ
Ｄ
Ｍ
を
円
滑
に
実
施
す
る
に
は
、
職
種
横
断
的

な
専
門
家
の
参
画
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た

め
に
設
置
さ
れ
た
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
制
度
は

有
用
な
も
の
で
す
。
近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
医
師

の
働
き
方
改
革
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｍ
に
際

し
て
職
種
横
断
的
な
支
援
は
望
ま
し
い
も
の
で
す

が
、
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
と
い
う
資
格
は
医
師

以
外
の
医
療
職
に
と
っ
て
の
資
格
制
度
で
あ
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
透
析
医
療
に
携
わ
る
医
師

の
多
く
は
、
腎
臓
内
科
専
門
医
、
泌
尿
器
科
専
門

医
、
透
析
医
学
会
認
定
透
析
専
門
医
な
ど
何
ら
か
の

専
門
医
資
格
を
有
す
る
と
思
わ
れ
、
腎
代
替
療
法
の

詳
細
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

は
ず
で
す
。
こ
の
資
格
が
腎
代
替
療
法
導
入
加
算
の

要
件
に
含
ま
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
不
思
議
に
思
う

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？ 

屋
上
屋
を
架
す
よ
う

な
資
格
要
件
の
設
定
は
、
基
本
学
会
の
専
門
医
制
度

を
瓦
解
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

た
か
が
診
療
報
酬
上
の
加
算
点
数
の
議
論
で
あ
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｍ
が
正
し
く
実
施
さ
れ
れ
ば
、
医
学
的
に
問
題

は
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
病
院
の

経
営
管
理
を
行
っ
て
き
た
小
職
に
と
っ
て
、
診
療
報

酬
の
こ
の
よ
う
な
改
定
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
見
と
し
て
は
、
加
算
要
件
に
関
し
て
、

「
関
連
学
会
の
専
門
医
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
腎
代
替
療
法
専
門
指
導
士
の
配
置
が
望
ま
し
い
」

と
し
た
方
が
医
療
現
場
に
即
し
た
対
応
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。 

 

以
上
雑
駁
で
す
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
定
は
血
液
透
析
以
外
に
腹
膜
透
析
や
腎
移
植

な
ど
の
治
療
法
が
あ
る
こ
と
を
啓
発
し
よ
う
と
い
う

高
邁
な
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
現
時
点
で
の

調
査
結
果
か
ら
は
、
地
域
差
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

腹
膜
透
析
の
普
及
に
即
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い

と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。 

 

文
末
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
意
見
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
愛
知
県
下
の
透
析
医
療
機
関
の
皆
様

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
・
Ａ
Ｒ
Ｂ
の
登
場
以
降
、
長
ら
く

新
た
な
治
療
が
出
て
こ
な
か
っ
た
腎
臓
領
域
に
お
い

て
、
近
年
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
対
す
る
Ｓ
Ｇ

Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
の
腎
保
護
作
用
が
示
さ
れ
、
ま
た
昨

年
よ
り
新
た
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
治
療
薬
と
し
て
Ｍ
Ｒ
拮
抗
薬

が
処
方
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
臓
病
診
療

に
深
く
関
連
す
る
高
血
圧
・
心
不
全
の
治
療
薬
と
し

て
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
ネ
プ
リ
ラ
イ
シ
ン

阻
害
薬
（
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
）
と
い
う
選
択
肢
も
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
薬
の
出
現
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
大
き
く
変
え
、
医
療
従
事
者
だ
け
で
な

く
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
も
大
き
な

希
望
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

私
が
医
師
に
な
っ
た
１
９
９
７
年
以
降
、
腎
疾
患

に
対
す
る
治
療
法
の
開
発
は
他
の
多
く
の
領
域
に
比

べ
て
後
れ
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
現
職
を
拝
命
以

降
、
診
療
機
会
が
増
し
た
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
過
去

 

２０
年
余
の
間
に
、
中
心
的
薬
剤
で
あ
る
メ
ト
ト
レ
キ 

           

サ
ー
ト
に
加
え
て
多
く
の
抗
体
医
薬
（
生
物
学
的
医

薬
品
）
が
使
用
可
能
と
な
り
、
劇
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
分
子
標
的
型
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｋ

阻
害
薬
も
多
く
上
市
さ
れ
、
関
節
の
変
形
・
機
能
障

害
の
み
な
ら
ず
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
身
性
強
皮
症

に
は
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

に
は
Ｂ
細
胞
の
刺
激
、
増
殖
、
分
化
を
阻
害
す
る
ベ

リ
ム
マ
ブ
、
Ｉ
型
Ｉ
Ｆ
Ｎ
受
容
体
拮
抗
薬
ア
ニ
フ
ロ

ル
マ
ブ
が
使
用
可
能
と
な
る
な
ど
、
抗
体
医
薬
な
ど

の
分
子
標
的
治
療
の
導
入
に
て
、
こ
れ
ま
で
難
治
性

で
あ
っ
た
疾
患
の
改
善
や
、
よ
り
深
い
寛
解
を
目
指

す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
上
述
の

新
し
い
腎
臓
病
治
療
薬
は
、
残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

進
展
抑
制
を
期
待
す
る
治
療
で
あ
り
、
進
展
阻
止
や

治
癒
を
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

腎
保
護
作
用
を
示
す
分
子
標
的
治
療
薬
も
未
だ
に
無

く
、
専
門
外
来
を
担
う
医
師
と
し
て
歯
が
ゆ
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

腎
臓
領
域
に
お
い
て
新
薬
の
開
発
が
遅
れ
て
き
た

原
因
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
腎
機
能
低
下

（
腎
死
や
血
清
Cr
の
２
倍
化

ハ
ー
ド
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
）
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
た
た
め
の
長
期
の
試

験
と
そ
れ
に
伴
う
莫
大
な
労
力
と
費
用
、
こ
れ
ら
を

代
用
で
き
る
指
標
（
サ
ロ
ゲ
ー
ト
マ
ー
カ
ー
）
の
欠

如
な
ど
に
よ
り
、
臨
床
試
験
の
実
施
自
体
が
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
近
年
、
２
～
３
年
で

の
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の 

３０
～ 

４０
％
の
低
下
が
サ
ロ
ゲ
ー
ト
マ

ー
カ
ー
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
、
開
発
が
よ
う

や
く
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
臨
床
試
験
も
多
く

実
施
さ
れ
て
お
り
、
結
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
抗
体

医
薬
に
加
え
、
私
も
微
力
な
が
ら
基
礎
研
究
領
域
で

関
わ
っ
て
き
た
核
酸
医
薬
は
腎
疾
患
に
対
す
る
分
子

標
的
治
療
法
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
有
望
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

腎
臓
病
治
療
薬
の
評
価
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

り
、
ま
た
創
薬
基
盤
技
術
の
方
法
・
手
段
（
創
薬
モ

ダ
リ
テ
ィ
）
が
多
様
化
し
た
現
状
で
求
め
ら
れ
る
こ

と
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
腎
臓

病
の
よ
り
詳
細
な
病
態
の
解
明
と
有
効
な
治
療
標
的

の
抽
出
で
あ
り
、
根
源
的
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
腎

臓
は
非
常
に
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
機
能
を
有
す
る

こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
基
礎
研
究
領
域
で
ヒ
ト
の
腎

疾
患
を
反
映
す
る
腎
臓
病
モ
デ
ル
動
物
が
欠
如
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
私
が
大
学
院
入
学
以
降
長
く
取
り

組
ん
で
き
た
基
礎
研
究
に
つ
い
て
耳
に
し
て
き
た
課

題
で
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
本
学
に
着
任
以
降
そ

の
環
境
か
ら
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
多
く
の
疾
患
の
診

療
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
こ
れ
ま
で
と
ア

プ
ロ
ー
チ
を
少
し
変
え
、
よ
り
患
者
さ
ん
に
近
い
か

た
ち
で
腎
臓
・
自
己
免
疫
性
疾
患
の
病
態
の
解
明
と

有
効
な
治
療
標
的
を
見
出
せ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
、
糖
尿
病
性
腎

   
腎
臓
病
診
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト 

 

愛
知
医
科
大
学 

腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科  

  
  
  
  
  

 

教
授 

石
本 

卓
嗣 
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臓
病
治
療
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
バ
ル
ド
キ
ソ

ロ
ン
メ
チ
ル
が
治
験
の
途
上
（
第
３
相
）
に
て
開
発

断
念
と
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
の
希
少
疾
患
を
対
象
と
し

た
核
酸
医
薬
と
し
て
有
望
な
結
果
の
有
る
治
療
法

も
、
費
用
面
で
実
用
化
へ
の
進
捗
は
芳
し
く
な
い
と

も
聞
き
ま
す
。
愛
知
腎
臓
財
団
は
、
当
地
区
の
研
究 

                

は
じ
め
に 

 

腎
移
植
の
な
か
で
、
移
植
前
か
ら
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

が
ド
ナ
ー
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
対
す
る
抗
体
（d

ono
r-

sp
ecific 

an
ti-

H
L
A

 
antib

od
y, 

D
S
A

）
を
有
す
る
症
例
は
一

般
的
に
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎
移
植
と
呼
ば
れ
、
通
常
の
腎

移
植
と
比
較
し
て
抗
体
関
連
型
拒
絶
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｒ
）

に
よ
る
腎
喪
失
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る

［
１
］
。 

 

本
邦
で
は
２
０
１
９
年
に
は
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎
移
植
に

対
す
る
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
静
注
療
法
（
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
） 

                   
を
用
い
た
脱
感
作
が
保
険
収
載
さ
れ
、
以
前
は
免
疫

学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
と
し
て
腎
移
植
を
行
え
な
か
っ
た

症
例
で
も
腎
移
植
を
行
え
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
を
用
い
た
脱
感
作
療
法

の
概
要
と
当
院
の
成
績
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

１
．
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎
移
植
の
成
績
と
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
に
よ
る

脱
感
作
療
法 

 
 

Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
移
植
に
お
け
る
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｒ
を
予
防
す

る
目
的
で
様
々
な
脱
感
作
療
法
が
試
み
ら
れ
て
き

た
。
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
、
米

国
で
高
感
作
腎
移
植
待
機
患
者
に
対
す
る
高
用
量

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
の
有
用
性
を
検
討
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
が
行
わ
れ

た
。
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
２
ｇ
／


／

月
を
４
回
投
与
す
る
群 
４８

症
例
と
プ
ラ
セ
ボ
群 

５０
症
例
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
群
で

は
プ
ラ
セ
ボ
群
と
比
較
し
て
有
意
な
抗
Ｈ
Ｌ
Ａ
抗

体
の
低
下
を
認
め
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
群 

３５
％
お
よ
び
プ

ラ
セ
ボ
群 

１７
％
が
腎
移
植
に
至
っ
た

［
２
］
。
そ
の

後
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
と
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
（
Ｒ
ｉ
ｔ
）
、
Ｉ
Ｖ

Ｉ
Ｇ
と
血
漿
交
換
（
Ｐ
Ｅ
）
の
な
ど
の
併
用
療
法
の

有
効
性
が
報
告
さ
れ
て
き
た

［
３
，
４
］
。 

２
．
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
の
作
用
機
序
と
副
作
用 

 
 

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
が
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
脱
感
作
に
寄
与
す
る
作
用

機
序
の
主
な
も
の
と
し
て
、
①
グ
ロ
ブ
リ
ン
中
の

抗
イ
デ
ィ
オ
タ
イ
プ
抗
体
に
よ
る
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
中
和

作
用
、
②
Ｃ
３
ｂ
、
Ｃ
４
ｂ
な
ど
の
補
体
へ
の
結
合

に

よ

る

補

体

複

合

体

（M
em

b
ran

e 
attack 

co
m

p
lex

）
の
減
少
、
③
血
中
Ｉ
ｇ
Ｇ
の
リ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
寄
与
す
る
Ｆ
ｃ
Ｒ
ｎ
へ
の
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
結
合

を
競
合
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
る
、
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
分
解

促
進
、
④
抗
原
提
示
細
胞
を
介
す
る
抑
制
性
Ｆ
ｃ

γ
受
容
体
の
発
現
誘
導
に
よ
る
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
産
生
低

下
、
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
も
多

彩
な
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る

［
５
─

７
］
。
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ

の
主
な
副
作
用
と
し
て
は
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦

怠
感
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
用

量
投
与
に
よ
る
重
篤
な
副
作
用
と
し
て
血
栓
症
を

誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
高
用
量
で
使
用

す
る
際
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る

［
８
］
。 

３
．
当
院
に
お
け
る
脱
感
作
療
法
と
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎

移
植
の
成
績 

 
 

現
在
、
当
院
で
は
高
用
量
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
を
腎
移
植

２
か
月
前
と
直
前
に
分
け
て
使
用
し
、
こ
れ
に
Ｒ

ｉ
ｔ
、
Ｐ
Ｅ
を
組
み
合
わ
せ
た
脱
感
作
を
行
っ
て

い
る
（
図
１
）
。
２
０
２
２
年 

１２
月
ま
で
に 

２１
例
の

Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎
移
植
に
対
し
て
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
を
用
い
た

脱
感
作
を
行
い
比
較
的
良
好
な
成
績
を
得
ら
れ
て

い
る
（
移
植
後
１
年
以
内
の
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｒ
は
２
／ 

２１

に
対
し
て
助
成
事
業
を
長
年
継
続
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
腎
臓
病
診
療
の
本
当
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
今
後
の
腎
臓
領
域
の
発
展
の
た
め
、
財
団
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。 

   

抗
ド
ナ
ー
抗
体
陽
性
腎
移
植
に
対
す
る
免
疫 

 

グ
ロ
ブ
リ
ン
静
注
療
法
を
用
い
た
脱
感
作
療
法 

  

日
本
赤
十
字
社
愛
知
医
療
セ
ン
タ
ー
名
古
屋
第
二
病
院  

  
  
  
  
  
 

第
二
移
植
外
科
副
部
長 

岡
田 

 

学 
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9.5
（ 

％
）
で
全
例
生
着
中
で
あ
る
）
。
幸
い
な
こ

と
に
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
に
よ
る
血
栓
症
は
今
の
と
こ
ろ
１

例
も
認
め
て
い
な
い
。
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
導
入
以
前
の
Ｒ
ｉ

ｔ
と
Ｐ
Ｅ
の
み
で
脱
感
作
を
行
っ
た
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
移

植
の
成
績
と
比
較
す
る
と
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
導
入
後
は
Ａ

Ｂ
Ｍ
Ｒ
の
発
生
率
は
低
く
、
腎
移
植
３
週
目
の
プ

ロ
ト
コ
ー
ル
腎
生
検
に
お
け
る
炎
症
ス
コ
ア
も
低

い
傾
向
で
あ
っ
た
（
表
１
、
図
２
）
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
導
入
が
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
移
植
の
成
績
向

上
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

お
わ
り
に 

 

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｇ
の
導
入
に
よ
り
、
Ｄ
Ｓ
Ａ
陽
性
腎
移
植
の

成
績
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、
脱
感
作
プ
ロ

ト
コ
ー
ル
の
最
適
化
、
脱
感
作
の
効
果
判
定
法
、
脱

感
作
不
応
例
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い

る
。
国
内
外
で
臓
器
移
植
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き

く
異
な
る
た
め
、
本
邦
独
自
の
質
の
高
い
臨
床
研
究

が
必
要
と
考
え
る
。 

参
考
文
献 

 
L
efaucheur 

C
, 

L
oupy 

A
, 

H
ill 

G
S, 

et 
al. 

P
reexisting donor-specific H

L
A

 antibodies predict 

outcom
e 

in 
kidney 

transplantation. 
J 

A
m

 
Soc 

N
ephrol. 2010;21:1398-1406 

 
Jordan 

SC
, 

T
yan 

D
, 

Stablein 
D

, 
et 

al. 

E
valuation 

of 
Intravenous 

Im
m

unoglobulin 
as 

an 

A
gent 

to 
L
ow

er 
A

llosensitization 
and 

Im
prove 

T
ransplantation in H

ighly Sensitized A
dult P

atients 

w
ith E

nd-Stage R
enal D

isease: R
eport of the N

IH
 

IG
02 T

rial. J A
m

 Soc N
ephrol. 2004;15:3256-3262 

 
M

ontgom
ery 

R
A

, 
L
onze 

B
E
, 

K
ing 

K
E
, 

et 
al. 

D
esensitization 

in 
H

L
A

-Incom
patible 

K
idney 

R
ecipients 

and 
Survival. 

N
 

E
ngl 

J 
M

ed. 

2011;365:318-326 

 
V

o 
A

A
, 

L
ukovsky 

M
, 

T
oyoda 

M
, 

et 
al. 

R
ituxim

ab 
and 

Intravenous 
Im

m
une 

G
lobulin 

for 

D
esensitization 

during 
R
enal 

T
ransplantation. 

N
 

E
ngl J M

ed. 2008;359:242-251 

 
K

azatchkine M
D

, K
averi SV

. Im
m

unom
odulation 

of 
autoim

m
une 

and 
inflam

m
atory 

diseases 
w
ith 

intravenous 
im

m
une 

globulin. 
N

 
E
ngl 

J 
M

ed. 

2001;345:747-755 

 
G

elfand E
W

. Intravenous Im
m

une G
lobulin in  

                        

 
A

utoim
m

une and Inflam
m

atory D
iseases. N

 E
ngl J 

M
ed. 2012;367:2015-2025 

 
João 

C
, 

N
egi 

V
S, 

K
azatchkine 

M
D

, 
et 

al. 

P
assive Serum

 T
herapy to Im

m
unom

odulation by 

IV
IG

: 
A

 
F
ascinating 

Journey 
of 

A
ntibodies. 

J 

Im
m

unol. 2018;200:1957-1963 

 

献
血
ヴ
ェ
ノ
グ
ロ
ブ
リ
ン


Ｉ
Ｈ 

１０
％
静
注
添
付
文

書
．
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
日
本
血
液
製
剤
機
構


２
０
２
３
．
３
（
参
照 

２
０
２
３
／

５
／

７) 

                        

図１：日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院における脱感作プロトコール 

図２：ABMR free survivalと移植３週後の腎生

検の所見：IVIG導入前後での比較 
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愛
知
県
の
東
１
／

３
エ
リ
ア
で
唯
一
の
腎
移
植
認

定
施
設
で
あ
る
豊
橋
市
民
病
院
に
異
動
し
て
か
ら
早

 

１４
年
目
に
な
り
ま
す
。
腎
移
植
手
術
、
腎
移
植
後
の

全
身
管
理
、
退
院
後
の
外
来
フ
ォ
ロ
ー
だ
け
で
な

く
、
腎
不
全
患
者
に
多
い
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
に

対
す
る
手
術
も
単
科
で
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
２
０
２
１
年
は
続
発
性
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

に
対
す
る
手
術
件
数
は
全
国
で
二
番
目
に
多
い
施
設

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
院
で
移
植
さ
れ
た
患

者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
で
腎
移
植
後
に
東
三

河
へ
転
居
し
て
当
院
通
院
を
継
続
し
て
い
る
方
も
多

く
、
紹
介
施
設
と
の
病
診
連
携
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
紹
介
元
医
師
の
異
動
や
紹
介 

             

元
病
院
の
診
療
科
自
体
が
再
編
さ
れ
て
、
ど
の
先
生

と
連
絡
を
取
っ
て
い
い
の
か
不
明
に
な
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
移
植
さ
れ
東
三
河
に
居
住
す
る
患

者
さ
ん
の
外
来
フ
ォ
ロ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。
先

日
、
他
臓
器
の
救
急
疾
患
で
救
急
外
来
へ
搬
送
さ
れ

た
際
に
移
植
患
者
さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
経

験
し
ま
し
た
。
免
疫
抑
制
剤
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
半
年

ご
と
に
郵
送
し
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
他
国

の
紹
介
元
病
院
は
、
移
植
施
設
で
は
な
く
移
植
後
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
紹
介
時
に
手
術
の
詳
細
に
わ
た
る
記
載
が
な

く
、
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
表
記
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

（
当
院
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
者
が
４
名
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
）
患
者
病
状
の
把
握
に
は
い
つ
も
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
移
植
腎
機
能
が
安
定
し
て
い
る
う
ち

は
い
い
の
で
す
が
、
腎
機
能
悪
化
に
伴
い
、
そ
の
原

因
検
索
を
強
い
ら
れ
た
際
の
移
植
腎
情
報
の
少
な
さ

に
い
つ
も
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
少
な
か
ら
ず

経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
た
ち
が

当
地
域
に
居
住
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
今
後
の
移

植
後
患
者
さ
ん
た
ち
の
生
涯
に
わ
た
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

い
つ
も
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
院
の
献
腎
移
植
登
録
患
者
数
は
１
０
０
名
前
後

で
す
。
新
規
登
録
者
は
毎
年
５
～ 

１０
名
い
ま
す
が
同

時
に
抹
消
症
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
登
録
者
数
は

右
上
が
り
で
は
な
く
平
衡
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

献
腎
移
植
候
補
に
挙
が
っ
た
症
例
は
年
間
５
～ 

１４
例 

(

２
０
１
９
年

５
例
、
２
０
２
０
年
 

１３
例
、
２
０
２
１

年
 

１４
例
、
２
０
２
２
年
 

１３
例)

 

で
、
う
ち
献
腎

移
植
に
至
っ
た
の
は
各
々
、
２
０
１
９
年

１
例
、

２
０
２
０
年

２
例
、
２
０
２
１
年

０
例
、
２
０
２
２

年

２
例
で
し
た
。
２
０
２
３
年
に
入
り
臓
器
提
供

症
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
長
期
透
析
歴
の
献

腎
移
植
待
機
者
に
は
心
臓
の
冠
動
脈
に
高
度
石
灰
化

が
多
く
見
ら
れ
、
た
と
え
移
植
し
て
透
析
離
脱
し
た

と
し
て
も
心
血
管
系
の
治
療
の
継
続
を
要
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
献
腎
移
植
待
機
者
の
高
齢

化
に
伴
い
、
当
院
へ
の
年
１
回
の
献
腎
登
録
継
続
定

期
外
来
に
て
移
植
時
の
リ
ス
ク
を
具
体
的
に
説
明

し
、
積
極
的
に
登
録
抹
消
の
提
示
も
考
慮
す
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
献
腎
移
植
新
規
登
録
希
望

の
初
診
時
年
齢
が 

６０
歳
以
上
で
あ
る
患
者
さ
ん
に
対

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
例
も
移
植
に
至
っ
て
い

な
い
経
験
よ
り
新
規
登
録
を
お
断
り
し
て
お
り
ま

す
。
近
隣
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
主
治
医
先
生
に
は
周


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


移
植
施
設
紹
介

シ
リ
ー
ズ 

━ 

第
十
一
回 

━ 

   
豊
橋
市
民
病
院 

 
 

 

移
植
外
科
部
長
兼 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長 

長
坂 

隆
治 
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知
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
科
の
使
命
は
東
三
河
に
お
け
る
移
植
患
者
さ
ん

を
長
期
に
（
亡
く
な
る
ま
で
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
腎
臓
以
外
の
急
性
期
疾
患
に

対
し
て
も
副
科
的
に
対
応
し
て
、
多
診
療
科
連
携
の 

              

大
雄
会
は
１
９
６
６
年
４
月
に
医
療
法
人
大
雄
会

と
し
て
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
宮
市
の
中
心
街
に
位
置
す
る
病
院
で
、
１
９
７
０

年
７
月
に
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
雄
会
第
一
病
院
は
１
９
７
４
年
３
月
に
新
設
さ

れ
、
そ
の
年
の
５
月
に 

３０
床
の
透
析
ベ
ッ
ド
を
備
え

て
血
液
透
析
治
療
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
の
大
雄
会
第
一
病
院
は
１
９
９
６
年
４
月
に

開
設
さ
れ
、 

７９
床
の
透
析
ベ
ッ
ド
で
朝
・
昼
・
夜
の

３
ク
ー
ル
で
外
来
透
析
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
病

棟
内
で
も
３
床
の
透
析
ベ
ッ
ド
が
適
宜
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。 

                   

現
在
血
液
透
析
症
例
は
２
８
０
名
ほ
ど
、
腹
膜
透

析
症
例
は 
２５
名
と
３
０
０
名
を
超
え
る
維
持
透
析
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

常
勤
医
４
名
と
非
常
勤
医
１
名
で
透
析
診
療
に
当

た
っ
て
お
り
、
シ
ャ
ン
ト
造
設
・
再
建
・
血
栓
除
去

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
、
腹
膜
透
析
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
・
抜
去

な
ど
の
透
析
関
連
手
術
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
形
成
外
科
・
血
管
外
科
と
の
チ
ー
ム
で
、
Ｐ

Ａ
Ｄ
に
起
因
す
る
透
析
症
例
の
下
肢
難
治
性
虚
血
性

創
傷
治
療
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

腎
移
植
に
関
し
て
は
、
愛
知
医
科
大
学
腎
移
植
外

科
医
に
月
１
回
当
院
で
外
来
診
察
を
行
っ
て
頂
い
て

お
り
、
献
腎
移
植
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
登
録
や
、
生
体

腎
移
植
希
望
症
例
の
移
植
手
術
を
愛
知
医
科
大
学
で

行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

実
は
多
く
の
透
析
施
設
と
当
院
の
違
い
が
一
つ
あ

り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
私
も
含
め
て
４
人
の
常
勤
医
と
１
人
の
非

常
勤
医
が
す
べ
て
泌
尿
器
科
医
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
２
年
で
も
透
析

関
連
手
術
１
７
７
例
、
泌
尿
器
科
手
術
３
６
０
例
（d

a 

V
in

ci

手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
）
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
と
て
も
５
人
の
医
師
で
は
対
応
困
難
な
現
状

で
、
名
古
屋
大
学
、
愛
知
医
科
大
学
、
岐
阜
大
学
か

ら
外
勤
医
の
先
生
方
を
派
遣
し
て
頂
き
、
日
々
何
と

か
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

透
析
セ
ン
タ
ー
看
護
師
は 

２２
名
、
臨
床
工
学
技
士

 

２７
名
で
、
そ
の
頑
張
り
に
は
日
々
助
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

１
日
１
４
０
名
ほ
ど
の
血
液
透
析
症
例
と
腹
膜
透

析
の
診
療
を
支
え
、
我
々
医
師
以
上
に
診
療
の
現
場

で
透
析
症
例
と
向
き
合
う
時
間
は
長
く
、
シ
ャ
ン
ト

・
体
重
管
理
や
検
査
の
提
案
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
（
Ｓ
Ｐ

Ｐ
も
測
定
し
て
く
れ
ま
す
）
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
的
役
割
ま
で
担

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
多
く
の
手
術
を
行
う

時
間
を
確
保
で
き
る
の
は
彼
ら
の
お
か
げ
で
す
。 

 

２
０
２
０
年 

１１
月
か
ら
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽
性
透
析

症
例
の
入
院
治
療
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
当
院
と
し

て
決
断
し
ま
し
た
。
５
床
の
入
院
病
床
と
１
台
の
透

析
監
視
装
置
を
病
棟
内
に
準
備
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽

性
透
析
症
例
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初

も
と
治
療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
総
合
病
院

の
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
隣
の
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
益
々

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

       

社
会
医
療
法
人
大
雄
会 

大
雄
会
第
一
病
院 

副
院
長 

蓑
島 

謙
一 

透
析
施
設
紹
介

大

雄

会

第

一

病

院
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は
院
内
で
の
抗
原
定
量
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
可
能
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
も
な
く
、
治

療
抗
体
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
な
い
状
態
で
、
早
々
に

２
例
の
死
亡
症
例
を
経
験
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
い

た
も
の
で
す
。
そ
の
後
病
床
が
不
足
し
て
入
院
病
床

を
８
床
に
増
床
し
、
透
析
監
視
装
置
を
２
台
に
し
て

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
満
床
に
近
い
状
態
の
際
で

も
、
新
た
な
入
院
の
依
頼
を
や
り
く
り
し
て
受
け
入

れ
可
能
に
し
続
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
は
感
謝
し 

か
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
張
西
部
医
療
圏
以
外
か

ら
の
入
院
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
症
例
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
、

退
院
調
整
に
難
渋
し
ま
し
た
。 

 

現
在
ま
で
に
１
３
３
例
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽

性
透
析
を
入
院
で
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が

（
４
例
死
亡
）
、
我
々
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
死
亡
症
例
で
は

な
く
、
行
政
と
の
以
下
の
や
り
取
り
な
の
で

す
。 

 
･
･
･

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽
性
（
高
齢
者
）
の
透

析
患
者
な
ん
で
す
が
、
入
院
の
受
け
入
れ
先

が
決
ま
ら
な
く
て･

･･
 

 

尾
張
西
部
医
療
圏
外
か
ら
の
入
院
依
頼
が

何
度
か
あ
り
ま
し
た
。 

 

隣
接
す
る
医
療
圏
か
ら
の
依
頼
は
受
け
ま

し
た
が
、
遠
方
か
ら
の
依
頼
は
さ
す
が
に
お

断
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
２
類
相
当

か
ら
５
類
感
染
症
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染 

力
や
病
態
が
大
き
く
変
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
透
析
施
設
が
今
後
も
向
き
合
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
感
染
症
で
す
。 

 

私
は
思
う
の
で
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽
性
透
析
症

例
は
入
院
の
た
め
に
遠
方
の
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
患
者
本
人
に
も
家
族
に

も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

自
宅
へ
の
退
院
や
、
紹
介
元
へ
の
通
院
が
で
き
な 

                     

く
な
っ
た
症
例
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
圏
の
中
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

１９
陽
性
透

析
症
例
の
入
院
受
け
入
れ
が
確
実
に
可
能
と
な
れ

ば
、
透
析
を
受
け
て
い
る
方
々
の
大
き
な
安
心
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
考
え
る
前
に
、
前
述
の
こ
と
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
深
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。 
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当
院
は
１
９
８
０
年
４
月
に
杉
山
外
科
（
前
杉
山

正
憲
院
長
）
と
し
て
創
設
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
救
急
医
療
、
地
域
医
療
、
老
人
医
療
、
透
析

医
療
へ
と
分
野
を
広
げ
、
適
切
な
総
合
医
療
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
は
「
す
ぎ
や

ま
病
院
」
と
し
て
新
設
移
転
し
、
現
在
は
外
科
、
内

科

循
環
器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
糖
尿
病
・
内
分

泌
内
科
、
呼
吸
器
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

泌
尿
器
科
を
診
療
科
目
に
、
各
分
野
の
専
門
医
を
中

心
と
し
た
診
療
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。
創
設
以

来
、
大
切
に
築
い
て
き
た
各
医
療
機
関
と
の
信
頼
関

係
を
活
か
し
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
、
名
古
屋
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
、
名
古

屋
市
立
大
学
医
学
部
附
属
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日

本
赤
十
字
社
愛
知
医
療
セ
ン
タ
ー
名
古
屋
第
二
病

院
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
の
病
院
と
の
連
携
も 

          

深
め
な
が
ら
、
お
互
い
に
一
体
と
な
っ
て
、
迅
速
で

適
切
な
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
院
の
病
床
数
は 

５５
床
で
応
需
し
て
お
り
、
一
般

（
障
害
者
施
設
等
）
病
棟 

３４
床
、
療
養
病
棟 

２１
床
。

１
９
８
４
年
に
透
析
ベ
ッ
ド
６
床
で
始
め
、
徐
々
に

増
床
し
現
在
は 

４２
床
で
月
水
金
に
午
前
、
中
間
、
夜

間
の
３
ク
ー
ル
と
火
木
土
に
午
前
、
午
後
２
ク
ー
ル

の
計
５
ク
ー
ル
で
透
析
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
コ
ン
ソ
ー
ル
が
全
自
動
透
析
装
置
でO

n-

lin
e 

H
D

F
に
対
応
し
て
お
り
透
析
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
安
全
な
透
析
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

腎
臓
病
に
つ
い
て
特
に
慢
性
腎
臓
病

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は

国
民
の
８
人
に
１
人
が
罹
患
し
て
い
る
新
た
な
国
民

病
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
か
ら
の
治
療
介
入
で
腎
機

能
の
低
下
を
遅
ら
せ
る
べ
く
、
一
般
外
来
、
腎
臓
専

門
医
外
来
で
保
存
期
腎
不
全
か
ら
透
析
導
入
ま
で
診

さ
せ
て
い
た
だ
く
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ア
今
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
通
院
維
持
透
析
だ

け
で
な
く
腎
臓
障
害
の
予
防
か
ら
透
析
導
入
前
ま

で
、
さ
ら
に
は
腎
臓
移
植
後
の
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ま
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
第
一
に
考
え
た
最
善
の
医
療
を
提
供
す
べ
く
、
内

科
外
来
部
門
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

 

シ
ャ
ン
ト
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
院
内
で
の
観
察
管
理
、
シ
ャ

ン
ト
造
影
か
ら
当
院
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
度

障
害
例
等
に
つ
い
て
は
名
古
屋
血
管
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
か
わ
な
病
院
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
医
療
セ
ン

タ
ー
名
古
屋
第
二
病
院
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

検
査
体
制
は
、
院
内
検
査
と
外
注
検
査
で
行
っ
て

お
り
、
末
梢
血
液
一
般
検
査
、
血
液
ガ
ス
分
析
検
査

等
を
院
内
で
行
い
、
生
化
学
検
査
は
院
内
検
査
で
も

対
応
で
き
ま
す
が
、
定
期
採
血
と
の
整
合
性
を
鑑

み
、
外
注
検
査
会
社
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ま
た
、
当

院
が
名
古
屋
東
部
に
あ
る
こ
と
の
地
の
利
に
よ
り
至

急
検
査
依
頼
後
約
２
時
間
で
検
査
結
果
を
い
た
だ
け

る
こ
と
が
で
き
、
日
々
変
わ
る
病
態
に
速
や
か
に
対

応
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

設
備
・
検
査
機
器
と
し
て
は
、
Ｘ
線
撮
影
・
透
視

装
置
、 

６４
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
、
1.5
Ｔ

─
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
装
置
、
内
視
鏡
検
査

オ
リ
ン

パ
ス
Ｘ
Ｐ
２
９
０
Ｎ
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査
、
超
音
波
診

断
装
置
、
骨
塩
定
量
検
査
（
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
法
）
を
整

え
、
地
域
の
開
業
医
の
先
生
方
か
ら
の
検
査
依
頼
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
装
置
に
よ
り
各

種
疾
病
の
早
期
診
断
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

今
で
こ
そ
、
慢
性
腎
臓
病

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
は

広
く
啓
蒙
さ
れ
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
「
わ
が
国
の
慢
性
透
析
療
法
の
現
況
」
を
紐
解

き
ま
す
と
１
９
８
０
年
当
時
は
全
国
の
透
析
者
は
三

       

医
療
法
人
杉
山
会 

す
ぎ
や
ま
病
院 

副
院
長 

大
塚 

聡
樹 

透
析
施
設
紹
介

す

ぎ

や

ま

病

院
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六
、
三
九
七
名
で
し
た
。 

４０
年
後
の
２
０
２
０
年
に

は
三
四
七
、
六
二
一
名
と
約
9.55
倍
に
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
地
道
な
研
鑽
に
よ
る
医
療
の

進
歩
と
と
も
に
、
腎
機
能
を
喪
失
し
て
も
週
３
回
の

血
液
透
析
等
で
平
均
寿
命
を
全
う
す
る
時
代
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
当
院
は
病
床
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
腎
不
全
の
方
の
急
性
期
病
態
か
ら
の
回
復
期
や

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
並

び
に
自
立
に
向
か
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
、
自
宅
退
院
困

難
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
、
地
域
医
療
構
想
の 

効
率
的
な
医
療
供
給
体
制
の
実
現
に
む
け

て
微
力
な
が
ら
寄
与
を
果
た
す
べ
く
病
院

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
健
や

か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
療
養
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す

が
、
薬
石
功
な
き
と
き
も
あ
り
穏
や
か
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

は
、
逐
次
日
本
透
析
医
会
・
日
本
透
析
医

学
会
・
日
本
腎
臓
学
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
合
同
委
員
会
か
ら
の
通

知
に
則
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者

に
対
し
て
の
透
析
施
設
に
お
け
る
対
応
と

透
析
患
者
の
透
析
医
療
の
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。
個
人
用
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ン

ト
の
簡
易
折
畳
式
ブ
ー
ス
（
陰
圧
ブ
ー

ス
）
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
装
置
を
３
台

購
入
し
、
透
析
室
で
２
台
を
使
い
、
空
間

的
時
間
的
隔
離
透
析
を
行
っ
て
お
り
ま 

す
。
病
棟
で
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ

ィ
ル
タ
ー
を
用
い
て
ウ
イ
ル
ス
量
を
減
量
し
て
医
療

者
へ
の
曝
露
を
軽
減
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
拡
大
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
２
月
に
発
生
し
た
院
内
感

染
時
に
は
愛
知
医
科
大
学
感
染
症
地
域
連
携
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
三
鴨
教
授

に
指
導
を
仰
ぎ
、
ウ
イ
ル
ス
量
の
管
理
を
徹
底
し
約

２
週
間
で
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
紙
面
で
は
あ
り
ま
す
が
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
重
症
者
に
関
し
て
は
行
政
当
局
と
連
携
し
名

古
屋
市
立
大
学
医
学
部
附
属
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー
や 

                   

藤
田
医
科
大
学
病
院
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
で
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
関
連
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方

に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
当
院
の
病
院
理
念
は
「
私
達
は
、
患
者
さ

ま
の
立
場
と
気
持
を
認
識
及
び
理
解
し
、
き
め
細
か

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
ま
す
。
」
を
礎
と
し
て

お
り
、
今
後
も
理
念
に
沿
っ
た
医
療
の
提
供
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

諸
先
生
方
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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編
集
後
記 

 

今
号
の
巻
頭
言
は
特
筆
す
べ
き
記
事
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
渡
邊
副
会
長
が
２
０
２
２
年
の
診
療
報
酬

改
定
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
腎
不
全

医
療
の
現
状
を
多
角
的
に
分
析
し
、
種
々
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
腎
不
全
医
療
の
あ
り
方

を
問
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
課
題
を
見
る
と
、
い
ま
や
関
係
者
が
か
な
り
の
覚

悟
を
も
っ
て
と
も
に
連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解

決
は
難
し
い
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
叡
智
を

集
め
対
策
を
講
じ
県
下
の
よ
り
良
い
腎
不
全
医
療
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
号
で
は
こ
れ
ま
で
抗
体
陽
性
の
た
め
移
植
腎
の
喪

失
の
可
能
性
が
高
い
症
例
に
対
し
て
も
移
植
に
道
を
開

く
新
た
な
移
植
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
移
植
医
療
者
が

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に
腎
臓
疾
患
治
療
薬
が

提
案
さ
れ
腎
不
全
医
療
の
現
場
に
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
い
う
現
状
が
腎
臓
内
科
医
よ
り
紹
介
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
後
研
究
を
腎
不
全
の
進
展
の
阻
止
、
治
癒

を
目
指
し
進
め
て
い
く
と
い
う
研
究
者
の
熱
意
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
紙
で
引
き
続
き
腎
不
全
医
療

の
現
状
と
進
歩
に
つ
い
て
の
記
事
を
読
者
に
届
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
の
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
位
置
づ
け
が
い
わ
ゆ
る
２
類
相
当
か
ら
「
５
類
感
染

症
」
に
変
更
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
初
確
認
か
ら
３
年

に
わ
た
る
非
日
常
性
も
、
こ
の
変
更
に
よ
り
終
止
符
を

打
ち
社
会
が
平
穏
を
取
り
戻
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
全
国
的
に
死
後
の
臓
器
提
供
も
影
響
を
受
け
提

供
数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
愛
知
県
で
は
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
提
供
数
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置
づ
け
変
更
に
伴
い
医

療
現
場
が
平
静
化
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
愛
知
県
に
お

け
る
臓
器
提
供
の
活
発
化
は
大
い
に
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
関
係
者
各
位
の
一
層
の
協
力
と
支
援
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｆ
）

「よく知って、よく考えよう！臓器移植のこと」 
 
「よく知って、よく考えよう！臓器移植のこと」のパネル
展示を５月12日(金)から６月７日(水)に愛知県図書館の
１階エントランスYotteko(ヨッテコ)で行いました。 

世界腎臓デー2023全国キャンペーン 

看護師、訪問看護師のための腹膜透析セミナー
 
看護師、訪問看護師のための腹膜透析セミナーを５月
20日(土)にウインクあいち会議室で開催しました。 

◆ トピックス ◆ 

世界腎臓デー2023全国キャンペーン「腎臓をい
かに守るか ～あなたの腎臓大丈夫？～」の講演
会を３月11日(土)にウインクあいち大ホールで開
催しました。 




